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して創設されたコンプラン修道院（Conflans Sainte－Honorine）の修道士とな  
る。1092年以後の消息は分からない。  
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本稿はこのマウリティウスに宛てたアンセルムスの書簡を取り上げることに  

















る限りの診察と治療を施してくれることでしょう」。   





の『書簡34』においても同様の依頼が記されていることから明らかであ   
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るは）。さらに，彼は医師アルベルトウス本人にも書簡を送る。次に引用するの  
はこの書簡である。   
『書簡36』「医師アルベルトウス宛」   
主，兄弟，最愛の友人アルベルトウスへ：兄弟アンセルムスは，はかない善  
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ることです。しかし，それを熱心に待望すればなおのこと，もしそれが実現し  














き付ける理由がない以上，ペックで修道士となることを願うのである。   








き，副修道院長の職務を解任してくれるように司教マウリリウスに懇願する。   











てた二通の手紙である。   
2．マウリティウスの快癒  
『書簡42』 修道士マウリティウスヘ   
彼の最愛の兄弟にして息子であるマウリティウスへ：兄弟アンセルムスが彼  
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を繰り返します。お元気で。   
『書簡43』 修道士マウリティウスヘ   
最愛の兄弟であり子であるマウリティウスへ：兄弟アンセルムスが順境に  











































る。知らせが来るには時間がかかるだろうとは思うものの，待ちきれずに，マ   













とにする。   
両書簡の冒頭でアンセルムスはマウリティウスに対する熱烈なまでの愛情を  
告白する（6）。そして，『書簡42』においては，マウリティウスが「うまく運ん  
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述べている。このペックへの帰還の希望は，その後の両者の往復書簡の一つの  




およびベー ダ（BedaVenerabilis，673／74－735）の『暦について』（Dete〃ゆOribus）  
であり，『書簡43』ではギリシアの医師ヒポクラテス（Hippocrates，前460－  


















によって教会暦が異なり，復活祭のような移動祝日の期日にずれが生じた。こ   
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うした事態を回避し，統一的な教会暦を定めるために善かれたのが本書であ  
る。アンセルムスが，ペック修道院の所蔵する本書の不完全な写本に代る正確  






いるが，この「貴重な贈り物」（pretiosum munus）が上述の写本であろう（1頚。  
ところで，ヒポクラテスの『放言』および註釈の写本についてはどうなったの  
だろうか。次に紹介するのはマウリティウス宛の『書簡60』である。   
3．ヒポクラテスの『歳言』  
『書簡60』 修道士マウリティウスヘ   
主にして，友人，兄弟，子である最愛のマウリティウスに：兄弟アンセルム  
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を送ります。   
この書簡は1076年と1078年の間に善かれた。ヒポクラテスの『蔵言』および  





註釈を必要とすが4。そこで，この書簡でも再度，註釈を写して欲しいとの希   
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ギヨーム（Guillaume de Saint－B6nigne962－1031）をフェカン修道院長として  
招蒋する。ギヨームは修道院改革者であると同時に優れた医者でもあり，彼の  
後継者ヨハネス（Johannes FiscannensislO78没）も医学の造詣があった。ア  
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『書簡79』 修道士マウリティウスヘ   
主にして兄弟，最愛の子であるマウリティウスに。兄弟アンセルムスは神と  
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ランス王の宮廷に長期間滞在する修道士テドゥイヌス（Theduinus）の処遇に  
ついての指示，および上梓されたばかりの『悪魔の堕落について』（βg cαぶ眈  














る。以後の消息は不明である。   







ノロギオン』にしても，また芸術的とも言える数々の友愛の書簡は彼なくして   
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注（1）以下テキストは，S．AnselmiarchiqPscqPiQPeYa Onmia tomus secundus．Ad fidem codicium  
recensuitFranciscusSalesiusSchmitt，Stllttugart－BadCannstatt．1968に拠る。アンセルムスの書   
簡の近代語による翻訳としては，W．フローリッヒによる全訳，The反物等〆ふ血L血戚m〆   
Canterbu7y，tranSlatedandannotatedwithanIntroductionbyWalterFr6hlich（CistercianStudies  
Series96，97，142），Kalamazoo1990，1993，1994，選訳には，仇lγββ那助仰抄gf．A†柑βJ刑わび触九   
is addedA Selectionノね〝lhis Letters．Edinburgh1909．LetEressPirituelleschDisiesdeSaintAnselme   
traduitesparlesmonialesdemonast占redeSte－Croix．Paris／AbbayedeMaredsous1926．  





を去り，ペック修道院の近くに住んでいたと述べているが，典拠は示されていない。Cf．Martin   
Rule，TheLifeandTtmesqfSt．Anselm（London1883）vol．Ⅰ，p．144．アンセルムスは彼に二通の書   
簡（j砂36，亜）を送っている。また彼の名が登場するのは上記ランフランクス宛の書簡のほか   
に，砂33，10－12；34，9－12；39，21－32である。アンセルムスが彼に送った二通の書簡は，修道生   
活へと回心することを勧めるものだが，彼が修道士となったか否かは不明である。いずれにせ   
よ，ランフランクスとともに英国に渡った彼はランプランクスを助け，病人の治療に携わった。   
カンタペリー修道士オスペルヌス（Osbernus）が報告する悪霊に取り憑かれ，精神錯乱に陥っ   
た若い修道士の事件には医師アルベルトウス（Albertus medicus）が登場する。Cf．Osbernus．   
MinlCula S．Dunstani．c．19（Memorials qfSaint Dunsta彿，ed．William Stubbs．Rolls Series．63．   
London1874）．しかし，オスベルヌスの記述には，■．‥Alberto medico．quem postea cardinalem   
sanctaeRomanaeecclesiaeclericumvidimus’という不可解な一文がある。これについては，別個   
に検討しなければならない。A．J．マクドナルドは，ランフランクスの最後を看取ったのは彼で   
あると推測している。Cf．A．J．MacDonald．エαナゆα眠ごαぶ飯如げ／旧ゆ，ll併たα仇ゴl〝i血g Oxford   






（6）この点についての詳細な分析としては，Brian Patrick McGuire，lLove，friendship and sexin   
theeleventhcentury：TheexperienceofAnselm’inSEudiaTheologica28（1974）pp．111－152，特に   
pp．13ト140がある。しかし，マクガイアー自身がその大著，ダ抽抑ゐ血妙“適（加仰m机物上丁如り血   
nasticE4，ene7We，350－1250（CistercianStudiesSeries95）Kalamazoo1988において再度アンセル   
ムスを取り扱うにあたり，本論文について‘IoncetriedtoshowthatAnselm’sbondswithother  
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men werehomoerotic asopposed to homosexual．Helovedmen，andin termsofthehuman bonds，   
hisworldwascomposedonlyofmen．butthereisnoevidencethathewasarepressedhomosexual．   
Todayin rereadingthe sourcesIwould add the proviso that here asin so many other areas of   
Anselm’slife and thought，he defies characterization or neatdefinition．Any‘Linal’analysis slips   
awayintothesandsofuncertainty．forAnselmhimselfisanelusivefiguretoourlessermindsand   
morelimited hearts■ と述べ，その行き過ぎを認めている（p．211）。またJohn Boswell，Ch一   
ね血細物バ熟血卜乃肋馴彫パ賄＝恥槻服用融和Cbicago1980［邦訳ジョン・ポズウェルrキリスト   
教と同性愛1～14世紀西欧のゲイ・ピープルJ大越愛子・下田立行（国文社1990）〕は，アンセ   
ルムスがイングランドにおける最初の同性愛禁止の法令（1102年）の公表を妨害したのは，彼に   
何らかの個人的理由があったのだとするが（pp．218f．邦訳pp．222汀．），この点に対する批判と   
しては，Cf．R．W．Southern．SaintAnselm．AhrtnitandLandscaPe，Cambridge1990，pp．148－153．   
アンセルムスにおける友愛（amicitia）の意義についてここでは，詳しく述べることはできな   
い。基本的な研究としては，上記のマクガイアー，サザーンの他に，A．Fiske，‘SaintAnselm   
andFriendship’，StudiaMonasEica3（1961）pp．259r80．が依然として優れている。  
（7）砂44，4－13．  
（8）上砂 39．59－61．なお，聖ドゥンスタンおよび彼の時代の英国の教会，修道院については，Cf．   




nO）テキストは，RegtLLarw Cbncordia Anglicae肋tionis．ed．Th．Symons．Edinburgh and London   
1953．  
（川 テキストは，Bedae thnenbilis QPen，parS VI．OPe7uDidascalica3（CCSL123C）ed．Ch．W．  
Jones，BrepoIs1980，pp．579－611に収録。なお，ベーダの自由学芸に関する著作については，   
BcdaeVenerabilisQpera，parS王，BrepoIs1975，pp．V－ⅩViに，ジョーンズによる簡潔な解説がある。  
（1勿 旦夕．47，3－5．  
㈹12世紀のペック修道院の蔵書目録にはベーダのr暦についてjが記載されているが，これが本   
書に当たるかは不明。CL．G．Becker，Cata10gibibliothecantm antiqui．Bonn1885（01ms1973）p．   
262．なお，ペック修道院の図書については，Cf．G．Nortier，‘Les biblioth昌ques m6di6vales des   
abbayesbenedictinesdeNormandie’，Revue肋billon1957，pp．57－83．  
a4）ラテン語のテキストは，OP7tSmedicinaeh伽Cltlticae．ed，C．G．Kuehn，VOl．23，t．III，Lepzig1827，   
pp．706－768に収録されている。邦訳は，石渡隆司訳r蔵言』［Fヒポクラテス全集j第一巻翻   
訳・責任編集大槻真一郎（エンタープライズ社1985年）pp．514－578所収］。註釈は，もしそ   
れがガレノスによるものであれば，かなり大部なものとなる。  
0．5）テキストは，ClaudiiGalenipf・enOmnia，ed．C，G．Kuehn，VOl．8．Leipzig1824，pp．453－492 に   
収録。  
（姻 一旬ⅦA裾融肌も．Ⅰ，C．Xiii．  
（17）Jわid．c．xiii，Ⅹiv．  
㈹．砂 39，28－33．なおランフランクスのr音簡jにも薬の服用についての指示を記した一節があ   
る。Cf．即21，14－16．テキストは T九gエβ他作げエ頑ねw Aγr加由九呼〆Cα彿ねγわ鋸堺ed．and tr．f‡．   
CloverandM，Gibson，0Ⅹford1979 に拠る。  
（1功 DavidKnowles，qP．cit．．pp．516－517．なお，アンセルムスがこの書簡を執筆したのと同じ頃，院   
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長デシデリウス（Desiderius．在位1058－87）の治世下で黄金期を迎えたモンテ・カッシーノ修道   
院では，コンスタンティヌス・アフリカヌス（ConstantinusAfricanuslO87没）によってヒポク   
ラテスのー蔵言」およびガレノスの註釈，アラビアの医学春が翻訳されている。この時代のモン   
テ・カッシーノの学問研究，コンスタンティヌスの翻訳についてはcf．H．E．）．Cowdrey，T  
．1gt、叶．1付けJJ）（・∫晶・lilJぶ、′lJ州J‘で‘】∫∫血．〃けP坤】t二l・．〟血〃け．＼r〃一拍川ば自l仙どJ…・＝抽d，－dF叫、・T＝再／仙   
CenEunes，0Ⅹford1986．pp．19－27，およびMarierTh6r6se d’AIverny．‘Translations and Trans－  
1ators■inRenaissanceandReneu・alintheTzJ）e折hCentury，ed．R，L，BensonandG．ConstablewithC．   
D．Lanham，Harvard1982．pp．422－426．  
鋤 この点について詳しくは，Cf．拙稿「病気の修友について－ベネディクトウスの「戒律j第   
三六章一」r改革派神学j22（1991）pp．39－58。なおベネディクトウスのF戒律jについては   
詳細な脚注を付した新訳が出版された。r聖ベネディクトの戒律」古田暁訳（すえもりブックス   
2000年）。  
飢）力矧斬扉加敗，l．Ⅰ，C．31，2．  
¢2）cf．TheAわIⅦSticConstitutionsqfLa吋ねnc，TranslatedfromtheLatinwithIntroductionandNotes   
byDavidKnowles，Nelson’sMedievalClassics1951．pp．93－95，118－119．洩血については，いつ頃   
から，なぜ修道院の生活の中で定期的に行なわれるようになったかは正確には不明だが（丑山．，   
pp．152－153），ヒポクラテスーガレノスの四体液学説に基づいて，過剰な血液を定期的に体外   
に排出して，体内を浄化することにより，健康を維持するためであろう。ヒポクラテスの四体液   
学説については，Cf．大観真一郎「ヒポクラテス医学の一考察－4体液説の問題卜一－」［明治薬   
科大学研究紀要11（19飢）］pp．1－18参照。なお中世医学の概説書としては，H．シッパーゲス   
r中世の医学一泊療と養生の文化史j大橋博司他訳（人文書院1988年）がある。  
錮戯都血，C．36，1－3．訳文は古田暁訳（前掲注銅）に拠る。  
朗 斤gg祉Jα，C．73，2；5－6．  
鍋．砂64．  
鯛 Cf．拙稿「アンセルムスとアルヌルフス」r文化論集j14号（1999）pp．40－42．  








糾 即．42，8－9．  
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